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要重

日本 |よ高齢化社会となり＼また飼育している犬や猫も高齢化となつている。それに伴つて生理的問題や皮膚、臓

器、筋骨格系などの機能障害に関する問題が起きているcそ して、高齢期を迎えた犬、猫は様々な痛みの問題を抱え

ることが多いcそのため痛みの制御 |よ日常生活を送るうえで重要な意味がある。特に＼副作用の少ない薬剤は飼い主

が安心して投薬できるため、より良いQOLの向上を図る上でも重要なものと考えられるc SRD― P401は 副作用が少なく、

また⊂OX Iおよび ||の抑制、鎮静・鎮痛作用、抗炎症作用、抗酸化作用＼末梢循環改善作用、抗アレルギー作用、肝

機能改善作用を併せ持つている新規な健康補助食品で、今回我々は椎問板ヘルニア＼変形性脊椎症、退行性関節症、

術後の疼痛管理、股関節形成不全＼喘息、免疫介在性多発性関節炎の治療に適用し、その効果を検証し、有効性を見

出したので報告する。
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は じめ 記                  症愧 お よび評価芋り定方法

長寿国日本では、ヒトの高齢化社会と同時に犬・猫な  〈症lFll〉
どペットにおいても高齢化時代を迎えており、その高齢  !.椎 間板ヘルニア (3例 )
化に伴い皮膚および臓器の機能低下などの生理的問題や   ① ミニチュア・ダックスフンド、18歳齢、雄＼体重
筋骨格系の機能低下による運動障害など様々な問題が生    3.6Kg、 B⊂S3、 グレー ド|∨。
じている。筋骨格系の障害として原因不明の跛行、変   ② ミニチュア・ダックスフンド、6歳齢、雄、体重5,lK9、
形性脊椎症、変形性関節症など関節の炎症や痛みによる    B⊂ S3、 グレー ド|||。
跛行そして歩行困難は、生活の質 (Quality of life:QOL)  0ミ ニチュア・ダックスフンド、フ歳10カ 月齢＼雄、
を低下させる原因にもなっている。痛みは、有益な存在    体重6,6Kg、 B⊂ s4、 グレー ドV。
から不必要な、さらに有害な存在へと変わつていき、ペッ  il。 変形性脊椎症 (3例 )
卜|よ散歩や排便、排尿時において不自由な生活となり、   ④ コリー、13歳齢＼雄＼体重3ユ .8K9、 B⊂ S4、 主訴 :

飼い主の日常生活にも大きな影響を来たしてくる。多摩    起立困難、既往歴 :膀洸結石。
研式疾病統計研究会によると、近年は高齢化が進み、犬   0キ ャバリア・K・ スパニエル、15歳齢、1維、体重9.2K9、
シエア期に入る 7歳齢以上を迎える時期になると、原因    B⊂ S4、 主訴 :歩行がおかしい、既往歴 :僧帽弁閉
不明の跛行や何らかの疾病を理由に受診する来院件数の    鎖不全、胆嚢結石、慢性腎不全。
増加がみられているとの発表報告がある (2011年 日本   0柴 、18歳齢、1推、体重 6K9、 B⊂ S3＼ 主訴 :歩き方
議医内科学アカデミーでの報告による)。 ベットが高齢    がおかしい、腰がふらつく、立ち上がりが悪い。
期を迎え、様々な痛みの問題を抱えていることが多く  !:!.退行性関節症 (2例 )
なつたと思われる3そこで、痛みのコントロール|よ、日   0シ ェットランド・シープドッグ、 9歳齢、1雅、体重
常生活を送るうえで重要な意味がある。有害な痛みに対    フKg、 B⊂ S3、 主訴 !前足をかじる、前足を痛がる。
してQOLを保ち、ベットと飼い主とが負担なく共存じあ   0シ ェットランド0シープドッグ、13歳齢、雄、体重
えることが大切である。現在痛みに対するコント回―ル    13.6Kg、 B⊂ 54＼ 主訴 :足を痛がる＼跛行。
には、オピオイ ド、ステ国イ ド、NSAID sな ど様々な薬  iV.抜歯 (2例 )
剤が用いられているなかで＼高齢期を迎えたペットは＼   ②  ミニチュア・ダックスフン ド、 8歳齢、1推、体
慢性疾患を抱えていたり、あるいは代言身」機能の低下がみ    重4.3K9＼ B⊂ S4。
られたりするため、より副作用が少なく＼かつ継続的に   Oトイ・プードル、 1歳 3カ月齢、雄＼B⊂ S3。
服用できる薬剤が求められる。そして冨」作用の少ない薬  V.猫 の乳腺癌
剤は、飼い主が安心して投薬できるため、より良いQOL   13)雑種猫＼18歳齢、雌＼体重 3K9、 B⊂ S3＼ 既往歴 :

の向上を図れると考えられる。               慢性腎不全。

SRD―P401の構成生薬は、西洋シ回ヤナギ、ヤナギ樹皮、  VI.猫股聞節形成不全および喘息
生姜 (シ ョウガエキス)＼ 政仁 (ハ トムギエキス)、 力二   ● メインクーン、8歳齢、1雅、体重5,8K9、 B⊂ S3、 主訴 :

甲羅 (グルコサミン)、 桂皮、松樹皮 (エンゾジェノー    テーブルにジャンプできない、咳をする。
ル)、 格子果皮粉末、温州みかん果皮、柚子種子エキス、  ⅥI.免疫介在ln_多発性関節炎
山楯子 (ク チナシエキス)、 樟芝、甘草エキス、紅参末、   Oミ ニチュア・ダックスフンド、 4歳 アカ月齢、1唯、
大棗＼ステア |リ ン酸⊂a、 結晶セルロースと17種類の生    体重4.4K9、 B⊂ S4、 主訴 :元気がない、動きたがら
薬が含まれているっこれら生薬を併せ持つSRD― P401の     ない、朝の活動時が悪い。⊂RP:3.83m9/dL、 関節
薬効は、⊂ox lお よび ||の抑制、鎮痛・鎮静作用、抗炎    液は好中球増加。
症作用、抗酸化作用＼末梢循環改善作用＼抗アレルギー  〔評価判定方法〕
作用、肝機能改善作用の効果がある健康補助食品であ   今回の症状改善評価判定方法|よ、∨ASに よる疼痛スコ
リ、.2009年 1月 31日 (第43回 日本伝統獣医学会、麻布  アで1/1な く、投薬前を O日 とし、その時点で一番症状が
大学)に健康補助食品SRD― P001に ついてすでに報告し  悪い状態 (二番痛みがある状態)を 100%と したときに、
たが、その後継品として、さらに副作用の発現を抑制し  投薬後 1日毎の経過とともに何割程度悪い状態が改善で
たSRD―P401が 開発され、本剤を椎問板ヘルニア、変形  きたかを聞き取り問診、グラフ化し＼飼い主満足度をま
性関節症、退行性関節症、術後の疼痛管理、股関節形成  とめた。
不全および喘息、免疫介在性多発性関節炎などの犬およ

び猫の症例に投薬し、若干の知見を得たので報告する。  結  果
症4Fl i l.椎聞板ヘルニア

|.症例0では、鍼とレーザー治療により歩行と排泄
が可能となつた時点で138m g/Kg SIDで投薬開始。症例

②には、L2～ 3左側椎弓切除術を実施後、後肢のふら
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つきが改善しないため、術後 1カ月目から491‐ng/Kg SID

で投薬を開始した。症例0は、丁13～ Ll左側椎弓切除
術を実施後、 6カ月が経過しても起立不能のため37m9/
Kg BIDで投薬を開始したところ、投薬 2日 目より自力で

15秒問起立可能となつた。

症例 :||.変形性脊椎症

症例0では15m9/Kg BID、 症例Oでは2ア m9/Kg BID、
症例0では411-ng/Kg BIDで 投薬した。
椎問板ヘルニアおよび変形性脊椎症で|よ、 2日 目で 1

～ 2害」の改善がみられた。その後、 4～ 5日以降は顕著

な改善は認められなかつた (図 1)。

脊椎疾患など器質的変化の強いもので|よ、効果発現が

悪いと思われた。しかし、飼い主全員が投薬前と投薬後

では、内服していた方が良いとの報告で、飼い主満足度

は大変良かつた。

症例 :|||.退行性関節症

症例10では35「lng/K9BIDで投薬したところ＼足をかじ

る症状が 2日 目でなくなつた。症例Oでは181‐ng/K9BID
で投薬した。退行性関節症においては、 2～ 4日 で 1～

2割の改善がみられ、投薬を続けることにより明らかに

効果発現が認められてきた。退行性関節症のような飼い

主が痛みとして症状を感じ取れる跛行に関しては、10

～ 14日 間で顕著な改善がみられ、 2例 とも10害」の改善

結果だつた (図 2)。

症frll:lv.抜歯およびV.猫の乳腺癌
症例0は、犬歯以外のすべての抜歯を実施し、術後翌
日より58rlng/Kg BID投薬したc症例0においては、平L歯

SRD― P401(健康補助食品)の犬および猫への臨床例

図 2 退行性関節症に対する効果評価
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図 1 椎FB5板ヘルニアおよび変形性脊椎症に対する効果評価
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■ 乳腺癌①

4本の抜歯ならびに去勢手術を実施し、術後翌日より
104m9/Kg SIDで投薬した。

症例0の猫の手L腺癌において,よ、腫瘍摘出後、翌日よ
り83m9/Kg SiDで 投薬を行つた。抜歯および術後の症例
で
'よ

、投薬 1日 目から顕著な改善効果がみられ、 4～ 5

群層には 5割の改善状態になつた (図 3)。

症例 :VI.猫股間節形成不全および喘息
症例0の猫の股問節形成不全および喘息において,よ、
43m9/K9SIDで行つたところ、投薬後 3～ 4日 目でテー
ブルにジャンプができるようになった。股間節形成不全

に対しては、 2日 目に 2害」の改善がみられ、ア日目には
ア害」の症状改善が認められた。また咳症状においては改

善|よみられなかった (図 4)。

日本伝統獣医学会誌 Vol.19′ NO.2

図3 術後管理に対する効果評価

図 4 猫般関節形成不全および喘息に対する効果評価

症例 :Ⅵ l.免疫介在性多発性関節炎

症例0の免疫介在性多発性関節炎の治療において、プ
レドニゾロンの離脱後の維持管理をSRD―P401単独で維

持できるか実施した。プレドニゾ回ンlm9/K9SID 4日

間およびSRD― P401を 56mg/K9BIDの併用投与で、その
後プレドニゾ国ンを0.5rYng/K9SID 7日 間＼以降 1カ月

間プレドニゾロン0.5m9/Kg SIDを 1日 おきと漸減 じ終

了した。その後、SRD― P401単 独で56rlng/K9¬ Dで投与
した。SRD―P401単 独投与 2週 目頃より、再び症状が発
現し、⊂RPも 2.85m9/dLに上昇したの今回のこの症例に

おいては、SRD―P401単独投与では、免疫介在性多発性
関節炎はコント回―ルできなかった。しかし、発表後に

プレドニゾロン0.28m9/K9SIDを 1日 おきとし、SRD― P
401を 113m9/K9BIDと 併用中で⊂RP,よ 0.46mg/dLで あ
る。今後はさら経過観察しながらプレドニゾ回ンの漸減
を試みたい。
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SRD― P401(健 康補助食品)の大および猫への臨床例

症状の評価

図5 症状改善状態の評価

副作用

図 7 副作用状況

考 察
投薬終了後、飼い主に症状の改善状態、活動性の評価

および副作用状況について問診を行つた。図 5は、症状
が、「悪化した、変化なし、改善した」の条件で問診評

価 したところ、猫喘息を除く12症例すべてが改善結果

だった。

図 6は、活動性の評価を「悪化した、変化なし、良く
なつた」で問診評価 したところ12例すべてにおいて活

動性が良くなった。

図フは、投薬期間での副作用状況を問診確認したとこ

ろ、12症例すべてに副作用1/1認められなかった。また、

今回腎不全のある犬や猫に投薬したが、投薬によって腎

不全の悪化はみられなかった。

SRD一 P401は 、2010年 1月 から連続投与 しているが、

現在まで副作用がみられていないため、長期連用投与が

可能であると思われた。また、年齢制限もないため若齢

期から高齢期の18歳齢まで投薬経験があるが、現在ま

で副作用発現はみられていない。心臓病、腎臓病、肝臓

病の合併症の犬猫にも投薬を行つたが、副作用発現を認

めず、さらに他剤との薬剤併用が可能であるため非常に

使いやすい健康食品と思われた。

欠点は＼生薬成分の臭いがあるために、動物によって

図6 活動性の評価

は投薬が困難な場合があった。また、効果発現に,よ、 2

～ 3日 と数日かかるために、急性痛にはNSAID sな どの

多剤との併用が必要である。そして、十字靭帯断裂、椎

問板ヘルニアなど外科手術が必要な症例や器質的障害の

強い症例には顕著な効果発現はみられなかった。しかし、

これらの外科疾患手術後の疼痛管理においては、効果的

であると思われた。また、今回の発表において報告して

いないが、 6カ月齢の猫で肘関節より断月去「を行つた症例
に対 して術後翌日よりNSAID sお よびSRD― P401を 52
mg/Kg BIDで投薬したところ、術後 3日 目には術後患部
の漿液の滲出および腫脹がみられなくなったという結果

の症例を経験している。このような外科手術後の炎症お

よび疼痛管理においては良好な結果を得ているcさ らに、

NSAID sと 併用することで相乗効果が得られると思われ

た。

SRD― P401の 生薬構成から、軽度の炎症性変化を持つ

関節炎や術後の炎症および疼痛管理に対して,よ、有効性

を示すことは十分に考えられるc構成生薬の中で柚子は、

フラボノイ ド類を多く含みそれらの抗炎症作用は知られ

ており、古来より痛みの除去に使われ、リュウマチ性関

節炎の疼痛緩和に使用されてきている。そして、柚子お

よび温州みかん果皮に含まれるヘスペリジンは、血液循

環改善作用があり、体全体の血液循環改善により、炎症

性関連物質の代謝、除去にも関連している可能性も考え

られ、また抗炎症効果についても報告されている。同時

に、政仁、桂皮、山楯子、樟芝、甘草エキスにも抗炎症

作用がある。そして、西洋シ国ヤナギエキスは鎮痛、消

炎活性を示す生薬としてよく知られているハーブであ

り、ヤナギはサリチル酸関連物質を含む生薬で、古来よ

り痛み止めとして、リュウマチ性関節炎の疼痛緩和に使

用されてきている。このようにSRD― P401の 効果はヤナ

ギ、ショウガなどにより⊂ox lお よび ||を抑制し、急性

炎症を抑え、炎症によって発生した活性酸素を松樹皮 (工

ンゾジェノール)で ,肖去して活性酸素による炎症の拡大
を阻止する。そしてさらに、ヤナギおよびシナモンエキ

スが中枢に作用して、痛みを感じとるのを阻止すると考

活動性の評価
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えられる。ショウガ|よ、日本での民間薬として知られ、

漢方薬でも頻繁に使われる生薬のひとつで、解熱作用、

抗炎症作用＼鎮咳作用、消化性演瘍抑制作用など多彩な

作用を併せ持つことが知られている。桂皮にもショウガ

と同様、消炎、鎮痛の他にも多彩な作用のあることが報

告されているD今回さらに消化器性演瘍抑制に大棗を加
えることで消化管の副作用がみられなくなった。また、

関節を形成している結合組織の構成要素の一つであるグ

ルコサミンを加えて、傷んだ関節組織の修復を図ること

で、長期にわたって摂取することで結合組織の崩壊の抑

制、修復を図り、関節の機能維持、関節機能の回復が図

られると考えられる多彩な作用を持つ健康補助食品であ

る⊃

疼痛や炎症の管理において、程度に限定せず様々な炎

症に対しても、まず軽い段階でSRD一 P401を 投薬するこ

とで、次への炎症の進展を抑制することが重要であると

考えられる。そのために
'よ

、年齢制限なく＼また合併

症の疾患を抱えていても長期に安全に投薬できるSRD― P

401は、すべての炎症性疾患治療の補助剤として応用で

き、QOLの向上を図ることができると思われた。そして、
同時に飼い主の心の不安も取り除くことのできる、優れ

た健康補助食品と考えられた。


